
は
じ
め
に

安
居
院
流
唱
導
で
名
を
成
し
た
澄
憲

(

一
一
二
六
〜
一
二
〇
三)

の�
述

し
た

『

如
意
輪
講
式』

が
今
に
伝
わ
る
。
七
段
か
ら
成
る
そ
の
講
式
は
、
藤

原
秀
衡
母
の
依
頼
に
よ
っ
て
澄
憲
が
草
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
美
麗
な
文
章
で

構
成
さ
れ
た
重
厚
な
作
品
で
あ
る

(

１)

。
大
覚
寺
蔵
本

(
２)

(
二
本)

、
高
野
山
大
学

図
書
館
寄
託
金
剛
三
昧
院
蔵
本
、
書
写
山
圓
教
寺
蔵
本

(
３)

(
二
本)

の
、
管
見

の
限
り
五
本
の
伝
本
が
存
す
る
。
安
居
院
に
伝
わ
る
澄
憲
の
文
章
の
類
聚

『

転
法
輪
鈔』

目
録
に

『

如
意
輪
講
式』

が
見
え
る
こ
と
や
、
複
数
の
伝
本

の
奥
書
、
内
容
の
検
討
か
ら
、
澄
憲
の
真
作
と
認
め
ら
れ
る
。
本
七
段
式
は
、

澄
憲
作
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
内
容
や
表
現
が
秀
逸
な
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ

ろ
う
、
そ
の
後
様
々
に
享
受
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
式
文
や
偈
の
一
節
が
抜
き

出
さ
れ
て
文
学
作
品
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
り
、
多
様
な
改
作
の
講
式
が
生
み

出
さ
れ
た
り
と
、
そ
の
裾
野
は
広
い

(

４)

。
澄
憲
の
講
式
に
関
す
る
研
究
は
、
従

来
そ
の
諸
作
品
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
影
響
の

実
態
解
明
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
澄
憲

『

如
意
輪
講

式』

の
改
作
の
一
本
を
取
り
上
げ
る
。

醍
醐
寺
に
、
三
段
式
の

『

如
意
輪
講
式』

が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
澄

憲
の
七
段
式
の
改
作
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
作
者
は
、
澄
憲
の
甥

に
あ
た
る
貞
慶

(

一
一
五
五
〜
一
二
一
三)

と
認
め
ら
れ
る

(

５)

。
貞
慶
は
、
鎌

倉
初
期
の
南
都
を
代
表
す
る
碩
学
で
、
興
福
寺
に
長
く
住
し
て
法
相
宗
学
を

牽
引
し
、
後
に
は
笠
置
寺
に
遁
世
、
海
住
山
寺
で
入
滅
す
る
ま
で
、
宗
門
内

外
に
わ
た
る
多
彩
な
活
動
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
、
法
会
に
お
け
る
論
義
・

講
説
で
名
声
を
博
し
、
表
白
・
願
文
・
諷
誦
文
・
講
式
な
ど
優
れ
た
多
く
の

作
を
残
し
て
、
同
学
後
学
に
影
響
を
与
え
続
け
た
。
貞
慶
は
、
澄
憲
と
は
甥

叔
父
の
関
係
に
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
両
者
の
文
章
な
ど
を
通
じ
た
直
接
の
関

係
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
貞
慶
が
、
澄
憲
の
講
式
を
改
作
し
て
ひ
と
つ
の

作
品
と
し
て
い
る
事
実
は
、
両
者
の
関
係
や
書
物
の
継
承
、
あ
る
い
は
仏
事

法
会
に
関
わ
る
営
み
の
同
時
代
的
広
が
り
を
考
え
る
上
で
、
一
石
を
投
ず
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
澄
憲
の

『

如
意
輪
講
式』

を
同
時
代
の
中
で
立
体
的
に
捉
え

る
べ
く
、
改
作
さ
れ
た
貞
慶
作
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

を
取
り
上
げ
る
。

貞
慶
の
三
段
式
を
澄
憲
作
七
段
式
に
具
に
対
応
さ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、

澄
憲
作
品
の
位
相
の
み
な
ら
ず
、
貞
慶
の
営
為
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

―�―
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一

貞
慶
と

『

如
意
輪
講
式』

平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
は
、
講
式
が
多
く
作
ら
れ
た
。
講
式
と

は
、
仏
菩
薩
・
明
王
・
天
・
神
祗
諸
尊
・
祖
師
先
徳
な
ど
の
徳
を
讃
歎
し
た

式
文
を
唱
え
る
一
連
の
式
次
第
で
あ
る
。
式
文
は
、
経
典
や
経
疏
な
ど
を
多

く
引
用
し
つ
つ
、
流
麗
な
文
体
で
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
有
の
曲
節
を

伴
っ
た
、
唱
え
て
美
し
い
式
文
と
伽
陀
は
、
聴
く
者
に
経
文
の
内
容
や
功
徳

を
印
象
づ
け
る
の
に
大
変
効
果
的
で
あ
る
。
講
式
が
多
く
撰
述
さ
れ
勤
修
さ

れ
た
の
は
、
世
俗
に
も
教
義
や
仏
菩
薩
な
ど
の
功
徳
を
知
ら
し
め
ん
と
す
る

当
時
の
仏
教
文
化
を
め
ぐ
る
潮
流
が
色
濃
く
背
景
に
あ
ろ
う
。

講
式
の
時
代
と
も
言
う
べ
き
そ
の
只
中
に
あ
っ
て
、
多
彩
な
作
品
を
生
み

出
し
た
一
人
が
貞
慶
で
あ
る

(

６)

。
四
座
講
式
を
撰
述
し
、
自
ら
勤
修
し
た
様
子

が
伝
わ
る
明
恵

(

一
一
七
三
〜
一
二
三
二)

ら
と
と
も
に
、
貞
慶
は
講
式
作

者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
残
し
た
作
品
は
、
二
十
を
優
に
超
え
る
。
建
久
三

年

(

一
一
九
二)

に
作
成
さ
れ
た

『

舎
利
講
式』

『

発
心
講
式』
を
皮
切
り

に
、『

別
願
講
式』

、『

弥
勒
講
式』

、『

欣
求
霊
山
講
式』

等
々
と
、
次
々
に

講
式
を
撰
述
し
た
。

観
音
に
関
し
て
は
、
貞
慶
は
、
現
在
知
ら
れ
る
限
り
、
三
種
の

｢

観
音
講

式｣

を
起
草
し
て
い
る
。
建
仁
元
年

(

一
二
〇
一)

五
月
十
七
日
に
五
段
の

『

観
音
講
式』

を
、
同
年
同
月
二
十
三
日
に
三
段
の

『

観
音
講
式』

を
、
そ

し
て
承
元
三
年

(

一
二
〇
九)

に
七
段
の

『

観
音
講
式』

(『

値
遇
観
音
講
式』

と
も)

を
撰
述
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
最
初
の
五
段
式
は
、
女
人
の
た
め

に
草
し
た
と
さ
れ
、
奥
書
に
、｢

女
人
等
雖
用
世
俗
之
詞
、
其
趣
尤
賤
。
願

結
縁
之
人
共
値
遇
観
音
。
又
報
悲
母
等
恩
愛
矣
。
沙
門
貞
慶

(

７)｣

と
記
す
。
そ

の
六
日
後
に
著
さ
れ
た
三
段
式
は
、｢

世
間
男
女｣

の
た
め
と
さ
れ
、
同
じ

く
奥
書
に

｢

為
世
間
男
女
以
別
願
記
之
。
其
詞
雖
賤
、
其
志
不
軽
。
沙
門
貞

慶

(

８)｣

と
そ
の
趣
旨
を
述
べ
る
。
自
ら
の
行
い
の
た
め
、
あ
る
い
は
仏
菩
薩
の

利
益
と
功
徳
を
世
に
広
め
る
た
め
、
述
作
の
依
頼
に
応
ず
る
機
会
も
あ
っ
て
、

多
く
の
講
式
を
著
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
貞
慶
の
手
に
成
る
、
澄
憲
作
七
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
三
段
式
へ
の
改
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

は
、
管

見
の
限
り
、
醍
醐
寺
蔵
の
二
本
が
存
す
る
。
そ
の
う
ち
一
本
の
書
き
付
け
に

｢

此
の
式
、
解
脱
房
の
草
か｣

(

原
漢
文)

と
あ
る

(

９)

。
す
な
わ
ち
、
解
脱
上
人

貞
慶
の
作
と
目
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、
澄
憲
七
段
式
と
同
様
に
、

こ
れ
ま
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

を
貞
慶
の
真
作
と
見
る
理
由
は
、
大
き
く
以
下

の
四
点
に
よ
る
。

一
、
写
本
の
書
き
付
け
に
、
貞
慶
作
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
、『

如
意
輪
講
式』

が
書
写
さ
れ
た
後
に
、
貞
慶
の
三
段
式

『

観
音
講

式』

が
そ
の
料
紙
裏
に
書
写
さ
れ
、
表
裏
で
伝
来
し
て
い
る
こ
と
。

三
、
澄
憲
作
七
段
式
の
式
文
を
周
到
に
改
作
し
た
内
容
を
持
つ
こ
と
。

四
、
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
冒
頭
部
が
、
貞
慶

『

観
音
講
式』

と
同

一
で
あ
る
こ
と
。

貞
慶
が
七
段
式

『

如
意
輪
講
式』

を
改
作
し
て
三
段
式
に
仕
上
げ
た
時
期

は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
澄
憲
七
段
式
を
手
に
し
た
の
か
は
明
ら

か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
醍
醐
寺
蔵
の
鎌
倉
写
本
が
、
貞
慶
作
の
三
段

式

『

観
音
講
式』

と
表
裏
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
っ
て
お

き
た
い
。
書
写
の
紙
の
状
態
、
墨
付
き
か
ら
、
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

が

書
写
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
料
紙
裏
を
用
い
て

『

観
音
講
式』

が
書
写
さ
れ
た

―�―



と
推
定
さ
れ
る

(�)
。
撰
述
過
程
に
は
直
接
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、

両
講
式
の
成
立
が
近
し
い
こ
と
を
も
想
像
さ
せ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
内

容
の
近
似
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
右
に
掲
げ
た
四
点
の
う
ち
三
・
四
を
中
心
に
、
式
文
の
内
容

に
踏
み
込
ん
で
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

貞
慶
の
父
貞
憲
は
、
藤
原
通
憲

(

信
西)

を
父
と
し
、
澄
憲
と
は
同
母
兄

弟
で
あ
る
。
一
族
に
は
、
安
居
院
澄
憲
を
は
じ
め
、
南
都
北
嶺
の
碩
学
が
輩

出
し
た
。

藤
原
通
憲

俊
憲

(

信
西)

貞
憲

貞
慶

静
賢

澄
憲

聖
覚

覚
憲

明
遍

勝
賢

(『

尊
卑
分
脈』

よ
り
抄
掲)

南
都
を
活
躍
の
場
と
す
る
貞
慶
は
、
安
居
院
流
の
澄
憲
と
は
、
血
縁
が
近

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
直
接
の
連
繋
を
伝
え
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

両
者
の
宗
門
は
異
な
り
、
相
互
に
高
く
認
識
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
は
あ
っ

て
も
、
直
接
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『

如
意
輪
講
式』

を

媒
介
と
し
て
、
両
者
を
繋
ぐ
糸
が
確
か
に
浮
か
び
上
が
る
。
澄
憲
の

『

如
意

輪
講
式』

を
貞
慶
が
改
作
し
て
い
る
事
実
は
、
安
居
院

(

こ
こ
で
は
澄
憲)

の
文
献
を
貞
慶
が
手
に
し
、
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
具
体
相
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
人
的
交
流
や
書
物
の
移
動
に
関
し
て
大
変
興
味
深
い
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
、
こ
の
一
篇
か
ら
の
み
し
か
わ
か
ら
な
い
。

二

貞
慶
作
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
方
法

澄
憲
七
段
式

『

如
意
輪
講
式』

(

以
下
、｢

澄
憲
七
段
式｣

と
略
記)

の
改

作
は
、
管
見
の
限
り
、
三
種
が
存
す
る
。
一
つ
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ
る
貞

慶
作
の
三
段
式

(

以
下
、｢

貞
慶
三
段
式｣)

で
あ
り
、
一
つ
は
、
魚
山
叢
書

(

覚
秀
本)

に
収
め
ら
れ
た
五
段
式
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
真
言
宗
の
如
意

輪
寺

(

徳
島
県)

に
伝
わ
る
三
段
式

(

近
世
の
改
作)

で
あ
る
。
貞
慶
三
段

式
以
外
の
二
つ
の
講
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
澄
憲
七
段
式
を
適
宜
抄
出
し
た
上
で

文
言
を
改
変
し
た
り
、
各
段
を
接
合
し
た
り
し
て
一
つ
の
式
と
し
て
い
る
。

そ
の
方
法
も
ま
た
、
講
式
と
い
う
も
の
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
た
い
へ
ん
興

味
深
い
が
、
そ
れ
ら
を
傍
ら
に
置
く
と
、
貞
慶
の
改
作
の
方
法
の
独
自
性
が

際
立
つ
。
貞
慶
は
、
改
作
に
あ
た
っ
て
、
澄
憲
の
文
章
に
ほ
ぼ
一
切
加
筆
す

る
こ
と
な
く
、
対
句
単
位
で
省
略
を
施
し
、
首
尾
一
貫
し
た
一
つ
の
式
に
仕

立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
句
表
現
や
内
容
へ
の
深
い
理
解
が
な
け
れ
ば
成

し
得
な
い
改
作
で
あ
り
、
貞
慶
か
ら
澄
憲
へ
の
眼
差
し
が
透
け
て
見
え
る
。

澄
憲
の
類
い
稀
な
美
文
に
考
慮
し
、
そ
れ
ら
に
余
分
な
手
を
加
え
る
こ
と
な

く
、
対
句
や
構
成
に
配
慮
し
た
抄
出
方
法
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
講
式

作
者
と
し
て
の
手
腕
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

七
段
式
は
段
数
も
多
く
、
文
章
も
長
大
で
、
実
際
に
法
会
と
し
て
行
う
に

は
時
間
も
導
師
の
技
量
も
必
要
で
あ
り
、
よ
り
簡
略
版
と
し
て
整
え
た
と
思

し
い
。
そ
の
際
、
貞
慶
は
、
七
段
の
う
ち
、
表
白
・
第
四
段
・
第
六
段
・
第

七
段
を
選
び
取
り
三
段
に
ま
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
澄
憲
七
段
式

の
構
成
を
掲
げ
、
貞
慶
の
用
い
た
各
段
に
＊
を
付
し
た
。

―�―



表
白
＊

第
一

観
音
本
源
門

第
二

名
号
讃
歎
門

第
三

形
声
応
作
門

第
四

本
願
利
益
門
＊

第
五

宿
縁
厚
故
門

第
六

如
意
福
徳
門
＊

第
七

往
生
極
楽
門
＊

結
章
文

(

＊
伽
陀
の
み)

貞
慶
が
用
い
た
こ
の
三
段
は
、
如
意
輪
観
音
の
本
願
と
功
徳
と
を
表
し
、

極
楽
往
生
を
も
説
く
主
要
段
で
あ
る
。
採
ら
れ
な
か
っ
た
第
一
段
、
第
二
段
、

第
三
段
、
第
五
段
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
如
意
輪
観
音
の
阿
弥
陀
仏
と
の
関
わ
り
、

名
号
の
意
味
、
そ
の
像
容
の
説
明
、
そ
し
て
日
本
国
と
の
厚
い
縁
が
語
ら
れ
、

各
段
ご
と
に
美
麗
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
相
互
に
緊
密
に
七
段
を
構
成
す
る
も

の
で
、
如
意
輪
観
音
に
つ
い
て
詳
細
に
掘
り
下
げ
て
説
く
章
段
と
言
え
よ
う
。

貞
慶
が
、
そ
れ
ら
の
四
つ
の
段
を
用
い
ず
、
如
意
輪
観
音
の
本
願
や
功
徳
を

ダ
イ
レ
ク
ト
に
う
た
う
章
段
を
特
に
選
び
取
り
、
三
段
式
と
成
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
二
つ
の
段
を
接
合
し
て
一
段
に
し
た
り
、
七
段
全
体

か
ら
抄
出
し
て
三
段
に
仕
立
て
る
と
い
っ
た
方
法
を
採
ら
ず
に
、
こ
の
三
つ

の
段
を
選
び
取
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ま
ず
貞
慶
の
方
法
の
特
色
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
三
段
を
選
択
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
で
如
意
輪
観
音
の
誓

願
と
功
徳
は
際
立
ち
、
よ
り
一
般
に
浸
透
し
や
す
い
内
容
を
以
て
立
ち
現
れ

る
。さ

ら
に
各
段
の
式
文
に
分
け
入
っ
て
見
て
み
る
と
、
適
宜
省
略
が
施
さ
れ
、

分
量
が
多
少
縮
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
を
、
順
に
見
て
い
こ
う
。
以
下

に
、
表
白
か
ら
第
三
門
ま
で
式
文
を
掲
げ
、
貞
慶
の
改
作
の
方
法
を
具
に
眺

め
渡
す
こ
と
と
す
る
。

表
白
を
初
め
と
し
て
各
段
ご
と
に
澄
憲
七
段
式
の
式
文
を
掲
げ
、
貞
慶
三

段
式
が
用
い
た
文
章
に
傍
線
を
引
い
た
。
な
お
、
式
文
は
、
大
覚
寺
蔵
本
を

底
本
と
し
て
翻
刻
し

(�)

、
対
句
の
形
態
が
わ
か
る
よ
う
に
私
に
行
取
り
を
行
っ

て
示
し
た
。
ま
た
便
宜
的
に
、
行
頭
に
は
各
段
ご
と
冒
頭
か
ら
の
行
数
を
付

し
た
。
返
り
点
は
原
文
の
ま
ま
、
読
み
仮
名
は
省
略
し
た

(

送
り
仮
名
は
、

意
味
を
取
り
や
す
い
よ
う
に
概
ね
残
し
た)

。
貞
慶
三
段
式
は
、
多
少
の
返

り
点

(

お
よ
び
読
み
仮
名)

の
違
い
は
あ
る
が
、
文
字
句
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
。
改
変
さ
れ
て
い
る
文
字
に
は
、
右
横
に

[
]

を
付
し
て
貞
慶
三
段
式

の
文
字
句
を
示
し
た
。
傍
線
を
辿
れ
ば
す
な
わ
ち
、
貞
慶
三
段
式
の
式
文
の

全
容
と
な
る
。
貞
慶
が
、
対
句
を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
意
味
内
容
に
基
づ
い

て
周
到
に
省
略
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
だ
ろ
う
。

【

表
白】

１
敬
白
法

[

大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
、
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
而
言]

界
法
身
摩
訶
毘
盧
遮
那

実
修
実
証
盧
舎
那
界
会

一
代
教
主
牟
尼
薄
伽

九
品
能
化
弥
陀
種
覚

十
方
法
界
証
菩
提
者

去
来
現
在
応
正
遍
知

八
万
十
二
権
実
正
教

無
障
礙
経
甚
深
妙
典

５
観
音
勢
至
諸
大
菩
薩

阿
難
迦
葉
諸
大
声
聞

殊
ニ
ハ

補
陀
落
安
養
清
浄
集
会
、
蓮
華
部
中
諸
賢
聖
衆
、

惣
テ
ハ

一
心
法
界
光
明
心
殿
、
理
性
随
縁
塵
刹
海
会
ノ

三
宝
ノ

境
界
ニ

驚
カ
シ

言
サ
ク

、

伏
テ

惟
ハ

、
人
中
天
上
之
浮
華
開
落
、
幾
ク
ノ

春
ノ

風
ソ

。

苦
海
愛
河
之
流
水
沈
浮
、
多
ノ

夕
ヘ
ノ

浪
。

10
生
生
ニ

シ々
ト

セ々
シ

ハ々

、
鉄
床
火
地
ノ

上
、

―�―



処
処
ニ

シ々
ト

セ々
シ

ハ々

、
刀
山
釼
樹
ノ

下
。

善
趣
ニ
ハ

難
ク

生
シ一

、

悪
道
ニ
ハ

易
キ

帰
リ一

者
也
。

粤
ニ�屯�夕
虚
夢
之
中
ニ

、
稀
ニ

受
ケ

日
域
馬
台
之
人
身
ヲ一

、

15
輪
転
浮
生
之
間
ニ

、
償
遇
ヘ
リ

月
支
鵝
王
之
教
跡
ニ一

。

然
ニ

歳
月�
ニ

傾
フ
ク

。
孰
カ

期
セ
ム

翌
日
之�
ヲ一

。

冥
路
稍
ク
ニ

近
ツ
ク

、
須
ク

蓄
フ

夜
台
之
粮
ヲ一

。

茲
ヲ

以
テ

、
偏
ニ

仰
テ

一
尊
之
汲
引
ヲ一

、

欲

[

願]

フ

祷
ラ
ム
ト

二
世
之
雍
煕
ヲ一

。

20
夫
十
方
聖
衆
ノ

中
、
観
自
在
ノ

慈
悲
惟
深
重
ナ
リ

。

六
観
世
音
ノ

内
ニ
ハ

、
如
意
輪
ノ

利
生
尤
モ

掲
焉
ナ
リ

。

�
テ

是
レ
ニ
一

、
今
翅
テ

一
座
七

[

三]

門
之
講
肆
ヲ一

、

早
ク

預
ラ
ム

二
求
両
願
之
満
足
ニ一

。

然
則
、
速
カ
ニ

恣
シ
テ

鄭
白
陳
紅
之
景
福
ヲ一

、

25
永
ク

保
タ
ム

黄
牙
白
石
之
遐
算
ヲ一

。

加
之
、
眼
前
ニ
ハ

誇
テ

不
老
之
赤
泉
ニ一

、
伴
ヒ

椿
葉
之
影
ニ一

、

身
後
ニ
ハ

遊
テ

迎
接
之
紫
台
ニ一

、
俣
ム

荷
華
之
披
一。

立
片
言
ヲ

以
テ

居
ス
ル
ニ

要
ニ一

、
乃
チ

梗
概
之
啓
白
ナ
リ

。

懇
篤
之
志
不
能
ハ

叢�坐
ス
ル
ニ

一

。
具
ナ
ル

旨
在
リ

仏
界

[

陀]

之
照
覧
ニ

已
而
。

30
今
此
講
演
ニ

惣

[

略]

有
七

[

三]

門
。
一
者
観
音
本
源
門
、
二
名
号
讃
歎
門
、
三
形
声

応
作
門
、
四

[

一]

本
願
利
益
門
、
五
宿
縁
原
故
門
、
六

[

二]

者
如
意
福
徳
門
、
七

[

三]

者

往
生
極
楽
門
。

表
白
に
お
い
て
は
、
冒
頭
の
仏
菩
薩
へ
の
敬
白
部
分
の
改
変
が
、
ま
ず
重

要
で
あ
る
。
澄
憲
七
段
式
の
冒
頭
部

(

１
〜
７
行
目
。
以
下
、
行
数
の
番
号

の
み
を
示
す)

を
、
貞
慶
三
段
式
は
以
下
の
よ
う
に
改
変
す
る
。

敬
白
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲

観
自
在
尊
、
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
ニ
一

而
言

(�)

、

こ
れ
は
、
講
式
改
作
に
あ
た
っ
て
、
貞
慶
が
新
た
な
文
言
に
変
更
し
た
唯

一
の
箇
所
で
あ
る
。
澄
憲
式
に
比
し
て
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
右
の
文
言
は
、
貞
慶
の
三
段
式

『

観
音
講
式』

の
表
白
冒
頭
部
分
と
全
く
の
同
一
で
あ
る
。
貞
慶
が
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
作
者
に
比
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
見
過
ご
せ
な
い
改
変

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
澄
憲
が
比
喩
表
現
を
多
用
し
て
重
厚
な
表
現
を
作
り
上
げ
て
い

る

(�)

と
こ
ろ
を
、
貞
慶
は
対
句
単
位
で
省
略
し
て
縮
め
て
い
る

(

10
〜
11
、
24

〜
25)

。
隔
句
対
を
、
上
句
の
み
を
省
略
し
て
単
句
対
に
仕
立
て
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る

(

14
〜
15)

。
い
ず
れ
も
、
対
偶
表
現
を
十
分
に
理
解
し
つ
つ
、

全
体
の
構
成
を
考
慮
せ
ね
ば
で
き
な
い
省
略
方
法
で
あ
る
。
省
略
を
施
す
際

に
は
、｢

加

之

し
か
の
み
な
ら
ず｣

な
ど
の
接
続
の
詞
を
省
い
た
り

(

26)

、
あ
る
い
は

｢

粤こ
こ
ニ｣

な
ど
は
あ
え
て
残
し
て
後
の
句
と
接
合
し
た
り
し
て

(

14)

、
細
部

ま
で
行
き
届
い
た
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

末
尾
部
分
に
も
、
そ
の
意
識
は
光
る
。
澄
憲
が

｢

〜
梗
概
之
啓
白
ナ
リ｣

(

28)

と
う
た
う
と
こ
ろ
は
省
き
、
各
門
の
紹
介
を
す
る
最
末
尾
で
は
、｢

惣

有
七
門｣

を

｢

略
有
三
門｣

と
す
る

(

30)

。
細
部
に
わ
た
っ
て
周
到
に
省

略
し
、
文
言
を
整
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

【

第
一

｢
本
願
利
益
門｣：

澄
憲
七
段
式
の
第
四
門】

１
第
四

[

一]

本
願
利
益
門
者
、
前
ニ
ハ

明
シ
ツ

形
声
ノ

応
用
ヲ一

、
次
ニ

明
サ
ム

本
誓
ノ

悲
願
ヲ一

。

夫
レ

此
菩
薩
者
、
侍
テ

多
千
億
仏
ニ一

、
発
シ

大
清
浄
ノ

願
ヲ一

、

―�―



垂
レ
テ

憐
愍
ノ

方
便
ヲ一

、
施
コ
ス

降
化
ノ

神
力
ヲ一

。

慈
悲
之
雲
眇

ト々
シ
テ

、
普
ク�
キ

甘
露
之
法
雨
ヲ一

、

５
弘
誓
之
海
漫

ト々
シ
テ

、
広
ク

浮
カ
フ

済
度
之
船
筏
ヲ一

。

無
縁
之
慈
悲
広
大
ニ
シ
テ

、
無
親
キ
モ
一

無
疎
モ一

。

無
作
之
誓
願
甚
深
ニ
シ
テ

、
無
始
モ一

無
終
一。

本
願
ニ

云
、
一
切
衆
生
ヲ

作
シ

仏
ニ一

畢
テ

後
、
我
当
ニ

成
仏
ス

。
若
シ

残
ハ

一
人
ヲ一

者
、

誓
フ

不
取
正
覚
ヲ一

云
々
。

10
又
如
経
云
一、
若
シ

持
念
ス
ル

如
意
輪
ヲ一

者
、
一
切
ノ

時
処
ニ

皆
無
シ

有
コ
ト

障
碍
一。

於
内
外
ノ

行
業
ニ一

、
速
カ
ニ

円
満
シ

、
於
諸
ノ

所
作
ノ

事
一、
常
ニ

得
勝
利
ヲ一

、
威
光

増
長
シ
テ

、
具
シ

大
自
在
ヲ一

、
開
発
シ
テ

智
恵
ヲ一

、
得
弁
才
語
言
三
昧
ヲ

、
音
声
美

妙
ニ
シ
テ

、
過
現
ノ

一
切
ノ

罪
障
無
ク

不
ル
ハ

滅
一、
現
当
ノ

一
切
ノ

吉
祥
無
シ

不
ル
ハ

至
ラ一

云
々
。

15
凡
ソ

誓
願
利
益
無
量
ナ
リ

。
以
テ

要
ヲ

言
ヘ
ハ

之
ヲ一

、

三
業
六
情
之
罪
垢
ハ

、
智
水
洗
而
不
留
一。

四
重
五
逆
之
業
塵
ハ

、
悲
風
払
而
無
残
コ
ト
一

。

況
十
魔
四
魔
ノ

々
軍
遽
ニ

挫
キ

、
百
病
万
病
病
気���
ケ

、

又
離
レ

雷
風
水
火
之
難
ヲ一

、
又
無
シ

刀
疾
飢
賊
之
怖
一。

20
兵
戈
戦
陣
之
中
ニ

、
得
勝
利
ヲ一

、
諍
論
訴
訟
之
処
ニ
ハ

、
顕
ハ
ス

名
誉
ヲ一

。

満
テ

寿
命
ヲ

於
千
歳
ニ一

、
招
ク

敬
愛
ヲ

於
万
人
ニ一

。

才
智
湛
ヘ

北
海
ヲ一

、
巧
弁
流
ス

懸
河
ヲ一

。

加
之
、
疋
夫
モ

昇
テ

三
台
ニ一

、
専
ラ
シ

覲
天
之
礼
ヲ一

、

傭
女
モ

備
ハ
テ

六
宮
ニ一

、
継
ム

懐
日
之
夢
ヲ一

。

25
就
中
、
観
音
ハ

是
レ

慈
悲
本
也
。
女
人
ハ

則
慈
悲
之
質
也
。

故
ニ

和
光
垂
迹
之
形
、
多
ク

現
シ

婦
女
ノ

身
ヲ一

、

利
生
感
応
之
道
、
殊
ニ

満
ツ

女
人
願
ヲ一

。

何
況
、
雖
ト
モ

決
定
業
ナ
リ
ト

一

、
念
ス
レ
ハ

能
ク

転
シ

之
ヲ一

、

雖
モ

堕
ツ
ト

悪
道
ニ一

、
必
代
ハ
テ

受
ク

苦
ヲ

。

30
然
則
チ

、
振
テ

十
方
折
伏
之
威
ヲ一

、�
獄
率
ヲ一

、
摧
刀
山
ヲ一

。

施
一
子
慈
悲
之
徳
ヲ一

、
代
テ

罪
人
ニ一

、
入
鉄
城
ニ一

者
也
。

経
ニ

云
ク

、
若
シ

誦
ス
ル
コ
ト

如
意
輪
ノ

神
呪
ヲ一

一
遍
セ
ハ

、
如
上
ノ一

諸
事
皆
悉
ク

得
成

弁
コ
ト
ヲ

一

文
。

又
云
、
仮
令
仏
眼
ハ

堕
落
シ
テ

大
地
ニ一

、
無
量
億
劫
ニ
モ

不
ト
モ

還
本
処
ニ一

、
大

35
悲
誓
願
ハ

不
堕
両
舌
ニ一

。

又
云
、
若
シ

有
テ

衆
生
一、
於
テ

未
来
世
ニ一

、
誦
持
セ
ハ

此
呪
ヲ

、
以
ノ

本
願
ヲ

故
ニ

、

我
来
テ

其
人
ノ

前
ニ一

、
随
所
望
ノ

意
ニ一

、
令
ム

満
一
切
ノ

無
量
ノ

大
願
ヲ一

。
若
ハ

少
、

若
ハ

多
、
不
ト

果
シ

遂
ケ

其
ノ

悉
地
ヲ一

者
、
不
得
名
テ

為
ル
コ
ト
ヲ

如
意
宝
珠
大
秘
密

呪
ト一

文
。

40
如
是
一、
誓
願
不
思
議
甚
深
ニ
シ
テ

、
無
量
広
大
也
。

金
言
不
誤
マ
ラ
一

、
利
生
無
疑
一。

仍
大
衆
以
伽
陀
可
讃
嘆
礼
拝
。
頌
曰
、

若
我
誓
願
大
悲
中

一
人
不
成
二
世
願

我
堕
虚
妄
罪
過
中

不
還
本
覚
捨
大
悲

45
世
有
衆
生
有
所
願

念
我
如
意
宝
輪
王

随
其
種
種
所
愛
楽

無
不
縦
心
為
如
意

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

[

自
在
尊]

三
反

貞
慶
三
段
式
の
第
一
門
は
、
澄
憲
七
段
式
の
第
四
門

｢

本
願
利
益
門｣

で

あ
る
。
澄
憲
七
段
式
は
、
各
段
の
冒
頭
に
、
前
段
の
取
意
と
当
該
段
の
説
明

を
一
言
述
べ
て
か
ら
内
容
に
入
る

(

１)

。
す
な
わ
ち
第
四
門
の
冒
頭
に
は
、

第
三
門
へ
の
言
及
が
存
す
る
が
、
こ
れ
を
貞
慶
三
段
式
は
省
略
し
、｢

第
一

―�―



本
願
利
益
門
者
、
夫
此
菩
薩
者
、
侍
ツ
カ
ヘ
テ二

多
千
億
ノ

仏
ニ一

…｣

と
直
ち
に
内
容
に

入
る
。
澄
憲
作
の

｢

第
一
門｣

の
導
入
部
と
同
一
の
始
ま
り
方
で
あ
る
。

本
段
で
は
、
い
く
つ
か
の
省
略
が
施
さ
れ
て
い
る
。｢

況
や｣

で
始
ま
る
、

戦
闘
闘
諍
で
の
勝
利
に
関
す
る
文
言
は
省
か
れ
て
い
る

(

18
〜
20)

。
ま
た
、

｢

加
之｣

で
始
ま
る
身
分
が
低
い
者
で
も
宮
中
の
極
位
に
上
り
つ
め
る
喩
え

の
部
分
が
省
略
さ
れ
る

(

23
〜
24)

。
さ
ら
に
、
観
音
が
殊
に
女
人
の
願
を

満
た
す
こ
と
を
う
た
う
一
節

(

25
〜
27)

を
貞
慶
が
省
い
て
い
る
こ
と
は
看

過
で
き
な
い
。
観
音
と
女
性
と
の
結
び
つ
き
を
殊
更
に
強
調
し
、
女
性
に
利

益
の
あ
る
こ
と
を
う
た
う
こ
の
一
節
は
、
式
文
の
中
に
あ
っ
て
異
彩
を
放
つ
。

澄
憲
七
段
式
が
女
人
の
求
め
に
応
じ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
一
括
し
て
貞
慶
は
省
略
す
る
の
で
あ
る
。
澄
憲
七
段
式
の

一
つ
の
眼
目
と
も
言
う
べ
き
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
省
く
こ
と
に
よ
っ
て

三
段
式
は
、
男
女
に
偏
る
こ
と
な
く
、
よ
り
普
遍
的
な
価
値
を
帯
び
る
。
貞

慶
の
意
図
は
、
そ
の
汎
用
性
、
よ
り
多
く
の
者
に
開
か
れ
た
内
容
の
提
示
に

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(�)
。

さ
て
、
末
尾
の
伽
陀
は
、
三
段
式
で
は
八
句
が
四
句
と
な
り
、
後
半
部
が

削
除
さ
れ
て
い
る

(

45
〜
46)

。
こ
の
半
減
さ
せ
る
方
法
は
、
三
段
と
も
に

共
通
す
る
。
式
文
の
み
な
ら
ず
、
伽
陀
を
も
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
伽
陀
は
、
文
字
句
を
音
読
し
、
式
文
と
は
異
な
っ
た
曲
節

を
付
し
て
唱
わ
れ
る
。
澄
憲
七
段
式
に
は
、
各
段
ご
と
に
八
句
の
伽
陀
が
存

し
、
長
大
重
厚
な
趣
き
を
持
つ
。
澄
憲
作
成
の
美
麗
な
式
文
に
は
ふ
さ
わ
し

い
と
も
言
え
よ
う
。
一
方
、
式
文
の
み
な
ら
ず
伽
陀
を
も
縮
小
し
た
貞
慶
の

方
法
は
、
現
実
に
法
会
で
唱
え
る
た
め
の
工
夫
と
捉
え
ら
れ
る
。
残
し
た
伽

陀
の
句

(

43
〜
44)

の
選
択
眼
も
光
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
偈
は
、
如
意
輪

観
音
ゆ
か
り
の
経
典
由
来
の
文
言
で
あ
る
が
、｢

観
音｣

の
本
誓
と
し
て
う

た
わ
れ
る
に
も
相
応
し
い
内
容
と
こ
と
ば
の
響
き
を
持
つ

(�)

。

【

第
二

｢

如
意
福
徳
門｣：

澄
憲
七
段
式
の
第
六
門】

１
第
六

[

二]

如
意
福
徳
門
者
、
前
ニ
ハ

明
ツ

機
感
相
応

[

本
誓
悲
願]

シ
テ

、
施
コ
ト
ヲ

福
智
ノ

二
厳
ヲ一

、

今
且
ク

其
中
ニ

祈
ラ
ム

福
徳
之
利
益
ヲ一

。

夫
冀
テ

樹
提
伽
之
勝
躅
ヲ一

、
開
キ

福
田
ヲ

於
即
生
ニ一

、

伝
ヘ
テ

迦
羅
越
カ

之
妙
指
ヲ一

、
招
カ
ン

宝
財
ヲ

於
現
身
ニ一

。

５
於
焉
、
幸
福
ハ

尤
モ

可
シ

願
之
ヲ一

。
貧
賤
誰
カ

不
ラ
ム

厭
ハ

之
ヲ一

。

是
以
テ

、
菩
薩
ノ

六
度
ニ
ハ

闡

[

闕]

キ

檀
度
ノ

之
済
行
ヲ一

、

止
観
ノ

五
縁
ニ
ハ

先

[

失]

キ
ト
ス

衣
食
之
助
道
ヲ一

矣
。

出
テ
ハ

瞻
テ

肩
ヲ一

、
懐
キ

劣
等
輩
ニ一

之
恥
ヲ一

、

入
テ
ハ

屈
膝
ヲ一

、
無
シ

顧
二

親
属
ヲ

之
力
一。

10
況
富
者
、
随
テ

縁
ニ一

自
然
ニ

殖
ヘ

善
種
ヲ一

、

貧
者
、
触
レ
テ

事
ニ一

不
慮
ニ

犯
ス

罪
根
ヲ一

。

故
ニ

或
説
キ

閻
浮
提
ノ

衆
生
ハ

多
ク

由
テ

貧
ニ一

堕
ツ
ト

悪
道
ニ一

、

又
演
タ
リ

諸
苦
ノ

中
ニ
ハ

以
テ

貧
苦
ヲ

為
ス
ト

第
一
ノ

苦
ト一

云
々
。

因
テ

茲
ニ一

、
早
ク

祈
テ

福
徳
之
一
門
ヲ一

、
欲
フ

成
セ
ン
ト

大
願
ヲ

於
二
世
ニ一

。

15
然
今
、
此
菩
薩
者
象
宝
部
摩
尼
門
ニ一

、
持
シ
テ

如
意
宝
ノ

珠
玉
ヲ一

、

衆
生
ニ

与
ヘ

財
福
ヲ一

、
行
者
満
ツ

諸
願
ヲ一

矣
。

経
ニ

云
ク

、
若
シ

於
テ

此
生
中
ニ一

、
欲
求
ム
ト

現
報
ヲ一

諸
ノ

悪
業
薄
福
ノ

衆
生
ニ

、
充

満
セ
ム

世
出
世
間
ノ

無
上
ノ

果
報
一
切
所
望
ヲ一

文
。

如
儀
軌
云
カ一

、
誰
カ

有
ム

薄
福
ノ

者
一、
当
ニ

満
一
切
願
ヲ一

云
々
。

20
准
ス
ル
ニ

随
心
如
意
輪
経
ニ一

云
、
是
レ

能
ク

雨
於
無
量
ノ

財
宝
ヲ一

如
意
宝
珠
也
。

速
カ
ニ

得
ル
カ

世
間
ノ

一
切
財
ヲ一

故
文
。

又
云
、
我
速
ニ

令
メ
ム

得
美
妙
ノ

七
宝
衣
服
飲
食
及
妻
子
眷
属
車
乗
城
邑
満

―�―



足
ス
ル
コ
ト
ヲ

一

取
意
。

然
[

此]

則
、
於
如
意
輪
ニ一

、
聞
名
ヲ

、
懸
テ

憑
ミ
ヲ

、
作
一
花
一
香
ノ

善
ヲ一

之
彙
、

25
摸
レ

形
ヲ一

、
凝
シ

信
ヲ一

、
運
一
称
一
礼
ノ

行

[

善]

ヲ一

之
族
、

窮
王
家
之
懐
福

[

富]

ヲ一

、
縦
輪
王
数
万
之
福
利
ヲ一

、

豊
人
臣
之
資
貯
ヲ一

、
預
ラ
ム

居
士
至
徳
之
良
財
ニ一

。

加
之
、
生
ス
レ
ハ

福
徳
智
恵
之
男
ヲ一

、
耀
シ

栄
暉
ヲ

於
九
重
ニ一

、

賜
ハ

端
正
衆
相
之
女
ヲ一

、
施
コ
ス

敬
愛
ヲ

於
一
朝
ニ一

。

30
茲
ヲ

以
テ

、
矜
季
倫
ノ

之
福
庭
ニ一

、
飾
リ

錦
障
ヲ一

於
五
十
里
之
地
ニ一

、

遊
テ

須
達
カ

之
財
苑
ニ一

、
披
ン

花
堂
ヲ

於
四
十
余
之
院
ニ一

。

然
則
チ

、
六
度
四
接
者
、
始
メ

自
リ

初
門
一、
満
足
シ

之
ヲ一

、

百
福
万
徳
者
、
迄
于
極
位
ニ一

、
円
満
ス

之
ヲ一

。

仍
各
以
伽
陀
、
可
讃
歎
礼
拝
。
頌
曰
、

35
持
宝
蓮
勝
幢

幢
中
出
妙
声

誰
有
薄
福
者

当
満
一
切
願

摩
尼
蓮
花
部

多
人
所
敬
愛

此
即
如
意
輪

能
成
諸
事
業

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
三
反

第
二
門
で
は
、
ま
ず
冒
頭
の
前
段
お
よ
び
本
段
の
紹
介
部
分
が
改
変
さ
れ

て
整
え
ら
れ
て
い
る
。
澄
憲
七
段
式
に
言
う｢

前
ニ
ハ

明
ツ

機
感
相
応
シ
テ

、
施
コ
ト
ヲ

福
智
ノ

二
厳
ヲ一｣

(

１)

と
は
、
前
の
第
五
段
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
貞
慶
三
段
式
は
、｢

先
ニ

明
シ
ツ

本
誓
悲
願
。
今
祈
ラ
ム
二

福
徳
ノ

利
益
ヲ一

。｣

と
書
き
換
え
る
。
前
段
へ
の
言
及
は
段
の
配
列
に
従
っ
て
改
変
し
、
本
段
の

内
容
を
示
す
文
言

(

２)

は
澄
憲
七
段
式
を
そ
の
ま
ま
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

改
変
部
分
は
、
第
四
門
の｢

前
ニ
ハ

明
シ
ツ

形
声
ノ

応
用
ヲ一

、
次
ニ

明
サ
ム

本
誓
ノ

悲
願
ヲ一

。｣

(

前
段
１
行
目)

に
拠
る
。

さ
て
本
段
に
は
、
注
意
す
べ
き
異
同
が
存
す
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
文
字

の
相
違
で
あ
る
。｢

是
以
テ

、
菩
薩
ノ

六
度
ニ
ハ

闡
キ

檀
度
ノ

之
済
行
ヲ一

、
止
観
ノ

五

縁
ニ
ハ

先
キ
ト
ス

衣
食
之
助
道
ヲ一

矣｣
(

二
重
傍
線
部
。
６
〜
７)

の
部
分
を
、
貞

慶
三
段
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

是
以
、
菩
薩
ノ

六
度
ニ
ハ

闕

(

カ
キ)

檀
度
之
済
行
ヲ一

、
止
観
五
縁
ニ
ハ

失
ウ
シ
ナ

フ二

衣
食
之
助

道
ヲ一

矣
。

ち
な
み
に
、
七
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
諸
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
書
写
山

圓
教
寺
蔵
本
も
、
貞
慶
三
段
式
と
同
じ
字
句
で
あ
る
。

是
ヲ

以
テ

、
菩
薩
ノ

六
度
ニ

闕
シ二

檀
度
之
済
行
ヲ一

、
止
観
ノ

五
縁
失シ

ツ
ス二

衣
食
之
助

道
ヲ
一

矣

(�)

。

書
写
山
の
七
段
式
、
貞
慶
三
段
式
が
、｢

闕｣
｢

失｣

と
記
し
て
い
る
。
澄

憲
七
段
式
の
他
本
は
、
大
覚
寺
に
蔵
さ
れ
る
別
本

(

第
四
七
函
三
号)

も
高

野
山
金
剛
三
昧
院
本
も

｢

闡
キ｣

｢

先
キ
ト
ス｣

で
あ
り
、
文
意
に
照
ら
し
て
も

本
来
の
字
句
は

｢

闡｣
｢

先｣

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
を

鑑
み
る
に
、
当
該
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
貞
慶
独
自
の
改
変
と
い
う
よ
り
は
、

七
段
式
あ
る
い
は
三
段
式
の
本
文
伝
来
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
段
で
は
大
き
な
省
略
は
な
い
が
、｢

加
之
、
生
ス
レ
ハ

福
徳
智
恵
之
男
ヲ一

、

耀
シ

栄
暉
ヲ

於
九
重
ニ一

、
賜
ハ

端
正
衆
相
之
女
ヲ一

、
施
コ
ス

敬
愛
ヲ

於
一
朝
ニ一

。｣
(

28

〜
29)

の
一
対
が
省
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
前
段
の

｢

第
一

本
願
利
益

門｣

に
て
、
男
性
女
性
の
宮
中
に
お
け
る
栄
達
を
謳
う
箇
所
を
省
い
た
と
同

様
の
意
図
と
構
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
段
を
ま
た
い
で
一
貫
し
た
構
想

で
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

【

第
三

｢
往
生
極
楽
門｣：

澄
憲
七
段
式
の
第
七
門
と
結
章
文】

〈

第
七
門〉

１
第
七

[

三]

往
生
極
楽
門
者
、
前
ニ
ハ

既
ニ

明
シ
ツ

今
生
ノ

所
求
ヲ

。
今
当
ニ

願
フ

来
世
出

―�―



離
ヲ一

。

如
シ

経
ニ

云
カ

、
非
ス

但
現
世
ニ

得
ノ
ミ
ニ

大
福
利
ヲ一

、
亦
於
テ

当
生
ニ一

獲
ト

大
功
徳
ヲ一

文
。

５
夫
以
ハ

、
名
利
ハ

生
死
之
絆
、
結
フ

三
塗
之
鉄
網
ヲ一

。

道
心
ハ

菩
提
之
翅
、
翔
ル

九
品
之
金
台
ニ一

。

不
三

可
二

不
ア
ル

歎
カ一

。
不
ハ

悲
ン
ハ
一

何
為
。

然
ニ

我
等
著
シ
テ

妖
艶
之
色
声
ニ一

、
盛
ナ
ル

齢
稍
ヤ
ク

闌
、

婪
テ

邪
慢
之
名
利
ニ一

、
余
命
愈
疚
。

10
譬
レ
ハ

身
ヲ

於
山
水
ノ

泡
沫
ニ一

、
浮
生
難
タ
シ

壅
マ
リ
一

。

寄
レ
ハ

心
ヲ

於
郊
原
之
薤
隴
ニ一

、
露
命
易
シ

消
一。

雖
モ

後
ト
一

雖
モ

前
ト
一、
冥
途
遂
イ
ニ

可
キ

行
ク

之
路
ナ
リ

。

雖
淹
ト一

雖
モ

速
ト一

、
生
死
必
ス

不
ル

徴
マ
ラ
一

之
彊
也
。

悲
哉
、
被
ト

拘
小
縁
ニ一

乍
思
ヒ

徒
ニ

送
ク
リ

星
霜
ヲ一

、

15
迷
哉
、
怖
求
ス
ト

世
間
ニ一

乍
ラ

啌
一

空
シ
ク

運
フ
コ
ト

年
月
ヲ一

。

実
ニ

可
キ

厭
フ一

者
、
三
界
六
道
之
栖
也
。
不
レ
ハ

厭
ハ一

悪
趣
ニ

易
キ
カ

帰
リ

故
ニ

也
。

尤
モ

可
欣
一

者
、
九
品
十
楽
之
台
也
。
不
レ
ハ

欣
ハ

浄
土
ニ

難
カ

生
レ一

故
也
。

然
ヲ

今
此
菩
薩
者
、
為
船
師
大
船
師
ト一

、
渡
タ
シ

中
有
之
迷
津
ヲ一

、

為
ト
シ
テ

導
師
大
導
師
一、
送
ル

西
方
之
覚
岸
ニ一

矣
。

20
安
養
ニ
ハ

号
弥
陀
ト一

、
設
ケ

行
願
荘
厳
之
浄
土
ヲ一

、

娑
婆
ニ
ハ

現
シ
テ

観
音
ト一

、
迎
フ

欣
求
極
楽
之
衆
生
ヲ一

。

是
以
テ

、
十
念
成
就
之
終
リ
ニ

、
捧
テ

蓮
台
ヲ一

而
迎
接
シ

、

九
品
往
生
之
始
ニ
ハ

、
転
シ
テ

法
輪
ヲ一

而
教
化
ス

。

何
況
、
無
障
礙
経
ニ
ハ

、
説
キ

捨
此
身
後
則
生
西
方
ト一

、

25
金
輪
呪
経
ニ
ハ

、
演
タ
リ

命
終
往
生
極
楽
世
界
ト一

。

我
等
ニ

有
往
生
極
楽
之
願
一、
観
音
ニ

在
ス

引
接
西
方
之
盟
。

我
等
カ

所
ノ

発
ス一

願
望
已
ニ

叶
ヘ
リ

彼
ノ

所
立
之
本
誓
ニ一

。

往
生
セ
ム
コ
ト

浄
土
ニ一

有
ラ
ム

何
ノ

疑
カ

哉
。

然
則
、
苟
モ

詣
テ
ヽ

黄
金
瑠
璃
之
庭
上
ニ一

、
瞻
観
音
紫
摩
之
聖
容
ヲ一

、

30
忝
ク

跪
テ

赤
栴
檀
之
樹
下
ニ一

、
拝
シ

弥
陀
白
毫
之
妙
相
ヲ一

、

即
チ

聞
テ

一
実
ノ

道
ヲ一

、
断
シ

三
重
ノ

無
明
ヲ一

、

終
ニ

開
テ二

仏
ノ

知
見
ヲ一

、
入
ラ
ム

菩
薩
ノ

正
位
ニ一

。

出
離
生
死
ノ

大
願
、
已
ニ

満
足
ス

。

世
々
生

ノ々

大
幸
、
何
事
カ

如
カ
ム

之
ニ一

哉
。

35
仍
各
住
シ
テ

決
定
往
生
之
願
ニ一

、
可
讃
歎
礼
拝
弥
陀
観
音
。
頌
曰
、

若
人
恒
念
大
士
名

当
得
往
生
極
楽
界

面
見
如
来
無
量
寿

聴
聞
妙
法
証
無
生

願
我
臨
欲
命
終
時

尽
除
一
切
諸
障
礙

面
見
彼
仏
阿
弥
陀

即
得
往
生
安
楽
国

40

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
三
反

〈

結
章
文

(�)〉41
抑
我
等
帰
シ
テ

如
意
輪
ニ一

、
仰
カ

本
誓
ヲ一

故
ニ

、
預
リ

慈
悲
利
生
ノ

方
便
ニ一

、
遂
ケ
ハ

往
生
極
楽
ノ

蓄
懐
ヲ一

、
抜
済
堪
ヘ

力
ニ一

、
昇
進
得
タ
リ

便
ヲ一

。(

中
略)

仍
大
衆
住
此
願
一、
以
伽
陀
可
讃
歎
礼
拝
。
頌
曰
、

我
既
往
生
彼
国
已

現
前
成
就
此
大
願

45
一
切
円
満
尽
無
余

利
益
一
切
衆
生
界

願
以
此
功
徳

普
及
於
一
切

我
等
与
衆
生

皆
共
成
仏
道

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
三
反

命
終
決
定
往
生
極
楽
自
他
法
界
平
等
利
益
三
反

―�―



最
終
段
の

｢

往
生
極
楽
門｣

で
は
、
四
つ
の
対
句
を
省
略
し
て
い
る

(

５
、

７
、
10
〜
11
、
12
〜
13)

。
命
の
儚
さ
と
遅
速
は
あ
れ
ど
も
死
は
免
れ
得
な

い
こ
と
と
を
、
比
喩
を
用
い
て
情
感
豊
か
に
う
た
う
部
分
で
、
こ
れ
ら
を
省

く
こ
と
に
よ
っ
て
式
文
の
初
中
盤
を
軽
く
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
も
と
よ
り
の

｢

往
生
極
楽
門｣

の
伽
陀

(

36
〜
39)

を

載
せ
ず
に
、
そ
の
後
の

｢

結
章
文｣

の
後
半
の
伽
陀

(

46
〜
47)

を
用
い
て

接
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
結
章
文
の
最
後
の
偈

｢

願
以
此
功
徳

普

及
於
一
切

我
等
与
衆
生

皆
共
成
仏
道｣

は
一
切
衆
生
が
功
徳
に
よ
り
成

仏
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
、
現
在
も
広
く
用
い
ら
れ
る
有
名
な
偈
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
は

『

法
華
経』

化
城
喩
品
に
見
え
る
偈
で
あ
り
、
源
信
作
と
伝
え

ら
れ
る

『

二
十
五
三
昧
式』

に
用
い
ら
れ
て
い
る

(

伝
源
信
作

『

地
蔵
講
式』

『

舎
利
講
式』

に
も
本
伽
陀
が
載
せ
ら
れ
る)
。
ち
な
み
に
、
貞
慶
の

『

観
音

講
式』

で
も
、
そ
の
他
の
講
式
に
お
い
て
も
、
本
伽
陀
は
広
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
澄
憲
七
段
式
の
最
後
を
締
め
括
る
廻
向
伽
陀
を
、
貞
慶
は
も
と
よ
り

の

｢

往
生
極
楽
門｣

の
伽
陀
に
替
え
て
配
置
し
て
、
三
段
式
を
閉
じ
る
の
で

あ
る
。
貞
慶
三
段
式
は
澄
憲
七
段
式
の
よ
う
な
結
章
文
を
持
た
ず
、
廻
向
と

し
て
の
ま
と
め
を
意
識
し
て
こ
の
伽
陀
を
接
合
さ
せ
た
と
思
し
い
。

内
容
面
で
注
目
す
べ
き
は
、
観
音
の
み
な
ら
ず
阿
弥
陀
に
関
わ
る
部
分
を

貞
慶
が
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
七
段
式
は
、｢

安
養
ニ
ハ

号
弥

陀
ト一

、
設
行
願
荘
厳
之
浄
土
ヲ一

、
娑
婆
ニ
ハ

現
シ
テ

観
音
ト一

、
迎
フ

欣
求
極
楽
之
衆
生
ヲ一

。｣

(

20
〜
21)

、｢

我
等
ニ

有
往
生
極
楽
之
願
一、
観
音
ニ

在
ス

引
接
西
方
之
盟｣

(

26)

、

｢

可
讃
歎
礼
拝
弥
陀
観
音｣

(

35)

と
、｢

往
生
極
楽
門｣

に
ふ
さ
わ
し
く
阿

弥
陀
仏
の
引
接
に
及
ん
で
説
く
。
こ
れ
ら
の
部
分
を
、
貞
慶
は
略
す
る
こ
と

な
く
三
段
式
に
載
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
貞
慶
の
三
段
式

『

観
音
講
式』

に
以
下
の
よ
う
な
式
文
が
見
出
せ
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
っ

て
お
き
た
い
。
第
三
段

｢

祈
来
世
引
接｣

に
、｢

弥
陀
是
観
音
之
本
師
、
観

音
者
極
楽
之
補
処｣

と
あ
る
。
貞
慶
は
、
観
音
信
仰
を
強
く
持
っ
て
い
た
が
、

そ
の
背
後
に
阿
弥
陀
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る

(�)

。
こ

の
式
文
は
、
澄
憲
七
段
式
を
貫
い
て
説
か
れ
る
如
意
輪
観
音
と
阿
弥
陀
仏
の

世
界
と
同
じ
地
平
に
あ
る
。
伽
陀
に
入
る
箇
所
で
は
、｢

可
讃
歎
礼
拝
弥、
陀、

観、音、｣
(

35)

の
七
段
式
文
言
を
そ
の
ま
ま
採
り
、
貞
慶
三
段
式
で
も
同
様

に
、
阿
弥
陀
・
観
音
を
並
べ
て
極
楽
往
生
を
願
う
道
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

お
わ
り
に

具
に
澄
憲
七
段
式
と
貞
慶
三
段
式
を
照
合
さ
せ
て
み
る
と
、
貞
慶
が
い
か

に
澄
憲
の
作
品
に
取
り
組
み
、
一
個
の
作
品
と
し
て
仕
上
げ
た
か
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
澄
憲
の

『

如
意
輪
講
式』

は
、
対
句
を
駆
使
し
た
高
度
に

優
れ
た
修
辞
に
充
ち
満
ち
て
、
ひ
と
つ
の
講
式
と
し
て
も
表
現
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
も
後
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
貞
慶
は
、
い
ち
早
く
そ
の

価
値
に
気
づ
き
、
そ
れ
に
学
ん
だ
一
人
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

貞
慶
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
見
つ
め
続
け
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
講
式
撰
述
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
五
段
式
・
三
段
式

の
『

観
音
講
式』

を
草
し
た
後
、
笠
置
か
ら
海
住
山
寺
に
移
り
、
七
段
式

『
観
音
講
式』

(『

値
遇
観
音
講
式』)

を
著
し
た
。
極
楽
往
生
を
願
い
つ
つ
も
、

自
ら
の
行
い
に
照
ら
し
て
観
音
信
仰
を
深
め
、
補
陀
落
浄
土
へ
の
往
生
を
い
っ

そ
う
希
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た

(�)
。
貞
慶
の
そ
の
よ
う
な
思
索
の

変
遷
を
傍
ら
に
置
い
て
考
え
る
と
、
三
段
式

『

観
音
講
式』

に
立
ち
現
れ
る

観
音
お
よ
び
阿
弥
陀
の
描
写
が
、『

如
意
輪
講
式』

の
世
界
と
近
し
い
こ
と

―��―



は
看
過
で
き
な
い
。
三
段
式

『

観
音
講
式』

に
は
、｢

如
意
輪
経｣

を
引
く

部
分
が
あ
る
。
第
三
段
に
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

如
意
輪
経
云
、｢

始
従
今
日
乃
至
成
仏
、
不
堕
悪
道
、
常
生
仏
前｣

。
後

生
諸
要
文
可
足
。

(｢
｣

は
引
用
者)

こ
の

｢

如
意
輪
経｣

と
は
、『

仏
説
観
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
呪
経』

(

義
浄
訳)

を
指
す
。
本
経
に
は
、
右
の
経
文
が
字
句
そ
の
ま
ま
に
見
出
せ

る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
経
文
は
澄
憲
七
段
式
に
も
引
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
結
章
文
の
掉
尾
を
飾
る
部
分
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

又
如
シ

経
云
カ一

、
始
メ

自
リ

今
日
一

乃
至
成
仏チ
ニ

、
不ス

シ
テ

堕
チ

悪
道
ニ一

、
常
ニ

生
ス
ト

仏
前

(�)
ニ一

文
。

如
意
輪
観
音
の
本
願
と
功
徳
が
印
象
的
に
語
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
澄
憲

七
段
式
に
引
用
さ
れ
た
経
文
を
、
貞
慶
も
ま
た
自
ら
の

『

観
音
講
式』

に
引

く
の
で
あ
る
。
貞
慶

『

観
音
講
式』

と
澄
憲
七
段
式
の
近
し
さ
が
う
か
が
わ

れ
よ
う
。
こ
こ
に
加
え
て
言
え
ば
、
貞
慶
が
改
作
に
あ
た
っ
て
七
段
式
か
ら

選
択
し
た
三
段
は
、
い
か
に
も
如
意
輪
観
音
の
特
質
を
表
す
章
段
で
は
な
く
、

如
意
輪
を
超
え
た
観
音
と
し
て
の
誓
願
や
功
徳
を
う
た
う
内
容
を
持
つ
も
の

と
見
な
し
得
る
。
そ
の
選
択
と
構
想
こ
そ
、
貞
慶
の
営
為
と
し
て
見
逃
し
て

は
な
る
ま
い
。
貞
慶
が
澄
憲
の
七
段
式
を
手
に
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
三
段
式

『

観
音
講
式』

を
著
し
た
時
期
を
遡
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

の
撰
述
と
、『

観
音
講
式』

撰
述
の
時
期

は
、
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
と
推
測
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
講
式
述
作
の
一
大
潮
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
人
物
と
し
て
、

貞
慶
・
明
恵
が
双
璧
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
少
し
前
の
澄
憲
の
営
み

は
、
両
者
の
活
躍
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
講
式
は
、
法
会
で
広
く

行
わ
れ
、
聴
衆
へ
の
影
響
が
大
で
あ
る
。
貞
慶
も
、
澄
憲
の
講
式
に
多
く
を

学
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
の
講
式
が
改
変
さ
れ
て
別
個
の
式
と
し
て
か
た
ち
を
成
し
、
法
会

で
営
ま
れ
た
だ
ろ
う
実
態
を
、
こ
の
二
つ
の
講
式
は
具
体
的
に
示
し
て
く
れ

る
。
貞
慶
が
、
澄
憲
の
作
品
を
直
に
取
り
上
げ
、
手
を
加
え
て
い
る
事
実
は
、

両
者
の
関
わ
り
に
一
石
を
投
じ
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
貞
慶
が
叔
父
の
澄
憲

に
寄
せ
る
眼
差
し
が
、
改
作
の
方
法
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
る
。
改
作
に
よ
っ

て
原
態
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
異
な
っ
た
式
と
し
て
立
ち
現
れ
る
事
例
も
あ
る

が
、
貞
慶
は
そ
の
よ
う
な
改
変
を
し
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
の
美
文
を
尊
重

す
る
か
の
ご
と
く
、
修
辞
に
十
二
分
に
配
慮
し
て
省
略
を
施
し
、
一
篇
の
講

式
に
仕
立
て
て
い
る
。

本
稿
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
各
段
の
選
択
、
省
略
し
た
文
字
句
、
あ
る

い
は
残
し
た
文
字
句
に
は
、
貞
慶
の
確
か
な
意
図
が
存
し
て
い
る
。
貞
慶
は
、

澄
憲
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
自
ら
そ
れ
に
挑
む
が
ご
と
く
三
段
式
と
し
て
構
想

し
、
ひ
と
つ
の
講
式
と
し
て
練
り
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

【

注
】

(

１)

佐
々
木
邦
世

｢

よ
み
が
え
る

｢

信
の
風
光｣

―
秀
衡
の
母
請
託

『

如

意
輪
講
式』

を
読
む
―｣

(

中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所

『

論
集』

創
刊
号
、

一
九
九
七
年
五
月)

に
早
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
２)

大
覚
寺
に
は
、
佐
々
木
邦
世
が
紹
介
し
た
一
本

(

第
四
八
函
八
号)

と
、
第
二
門
の
後
半
か
ら
存
す
る
一
本

(

第
四
七
函
三
号
、
嘉
暦
二
年
写

本)
の
、
計
二
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
書
写
本

で
あ
る
。

(

３)

柴

｢
書
写
山
圓
教
寺
蔵

『

如
意
輪
講
式』

解
題
と
翻
刻｣

(

千
葉
大

学

『

人
文
研
究』
四
六
号
、
二
〇
一
七
年
三
月)

に
紹
介
し
た
。

―��―



(
４)

こ
れ
ら

『

如
意
輪
講
式』

の
資
料
的
価
値
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
仏

教
文
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

講
式
研
究
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
へ｣

(

二

〇
一
八
年
四
月
二
一
日
、
於
仏
教
大
学)

に
て
、｢

澄
憲
と
講
式
―

『

如

意
輪
講
式』

を
起
点
と
し
て
―｣

と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

(

５)

柴

｢
醍
醐
寺
蔵

貞
慶
作
三
段
式

『

如
意
輪
講
式』

解
題
と
翻
刻｣

(

千
葉
大
学

『
人
文
研
究』

四
七
号
、
二
〇
一
八
年
三
月)

に
論
じ
た
。

(

６)

貞
慶
の
講
式
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
学

恩
に
与
っ
た
。
ニ
ー
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
の

｢

講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

http://w
w
w
.f.w
aseda.jp/guelberg/koshiki/kdb/m

ain/kousiki.

htm

、『

特
別
陳
列

講
式
―
ほ
と
け
へ
の
讃
嘆
―』

(

西
山
厚
執
筆
、
奈

良
国
立
博
物
館
展
示
図
録
、
一
九
八
五
年)

、
西
山
厚

｢

講
式
か
ら
み
た

貞
慶
の
信
仰
―

『

観
音
講
式』

を
中
心
に
―｣

(『

中
世
寺
院
史
の
研
究

下』

法
蔵
館
、
一
九
八
八
年)

、
苫
米
地
誠
一
｢
貞
慶
作

『

観
音
講
式』

訳
注｣

(『

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報』

一
九
号
、
一
九
九
七
年
三

月)

、
同

｢

解
脱
房
貞
慶
の

『

観
音
講
式』

に
つ
い
て
―
密
教
浄
土
教
信

仰
を
め
ぐ
っ
て
―｣

(『

智
山
学
報』

四
七
号
、
一
九
九
八
年)
、
山
田
昭

全
著
作
集
第
一
巻

『

講
会
の
文
学』

(

お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
年)
、
大
正

大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
講
式
研
究
会
編

『

貞
慶
講
式
集』

(

山
喜
房
佛
書

林
、
二
〇
〇
〇
年)

、
展
示
図
録『

解
脱
上
人
貞
慶
―
鎌
倉
仏
教
の
本
流
―』

(

奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年)

な
ど
参
照
。

(

７)

高
野
山
大
学
図
書
館
寄
託
金
剛
三
昧
院
本
に
よ
る
。

(

８)

醍
醐
寺
蔵
本
に
よ
る

(

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
三
段
式

『

如

意
輪
講
式』

と
表
裏
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る)

。
以
下
、
貞
慶
の
三

段
式

『

観
音
講
式』

は
こ
れ
に
よ
る
。

(

９)

醍
醐
寺
蔵
、
第
二
一
五
函
一
二
号
。
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
が
こ
の
書
き
付

け
に
つ
い
て
夙
に
言
及
し
、｢

貞
慶
作
カ｣

と
し
て
い
る

(

前
掲
注
６
、

講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス)

。
ま
た
、
澄
憲
七
段
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

｢

内
容
的
に
は
、
澄
憲
作
如
意
輪
講
式

(

七
段)

の
改
作
と
思
わ
れ
る
。｣

と
述
べ
る
。

(

10)

こ
れ
ら
書
写
の
問
題
と
現
在
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
注
５
論
文
に
詳

細
を
述
べ
た
。

(

11)

大
覚
寺
蔵
、
第
四
八
函
八
号
。

(

12)

醍
醐
寺
蔵
、
第
二
〇
八
函
一
六
号
。
三
段
式

｢

観
音
講
式｣

表
白
冒

頭
。

(

13)

表
白
の
表
現
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
柴｢

澄
憲
と『

如
意
輪
講
式』

―

そ
の
資
料
的
価
値
へ
の
展
望
―｣

(

小
峯
和
明
監
修

｢

シ
リ
ー
ズ
日
本
文

学
の
展
望
を
拓
く｣

第
五
巻

『

資
料
学
の
現
在』

〈

目
黒
将
史
編〉

、
笠
間

書
院
、
二
〇
一
七
年)

に
論
じ
た
。

(

14)

三
段
式

『

観
音
講
式』

が
、｢

世
間
男
女｣

の
た
め
に
起
草
さ
れ
た

こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

(

15)

仏
教
文
学
会
例
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
言
及
し
た
。

(

16)

七
段
式
に
お
け
る
当
該
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
注
３
お
よ
び
注

５
論
文
に
て
も
論
じ
た
。

(

17)

結
章
文
は
、
冒
頭
部
と
結
末
部
の
み
式
文
を
載
せ
た
。
行
番
号
は
、

｢

往
生
極
楽
門｣

に
続
け
て
付
し
た
。

(
18)

西
山
厚
に
よ
る

『

特
別
陳
列

講
式
―
ほ
と
け
へ
の
讃
嘆
―』

(

前

掲
注
６)

の
解
説
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
西
山
厚

｢

講
式
か
ら
み
た
貞
慶

の
信
仰｣
、
同

｢

解
脱
上
人
貞
慶
の
信
仰
と
活
動｣

(

前
掲
注
６
、
展
示
図

録

『

解
脱
上
人
貞
慶』)

を
も
参
照
。

(

19)

前
掲
注
18
の
西
山
厚
論
文
、
新
倉
和
文

｢

貞
慶
著

『

観
世
音
菩
薩
感

―��―



應
抄』

の
翻
刻
並
び
に
作
品
の
意
義
に
つ
い
て
―
阿
弥
陀
信
仰
か
ら
観
音

信
仰
へ
―｣

(『

南
都
仏
教』

九
二
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月)

、
楠
淳
證

｢
貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
―
本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
一
体
同
処
論

に
よ
る

｢
本
入
報
土｣

の
展
開
―｣

(『

南
都
仏
教』

九
三
号
、
二
〇
〇
九

年
一
二
月)
な
ど
参
照
。

(

20)
｢

前｣

は
、
底
本
に

｢

師

[

国]｣

と
あ
る
が
、
他
本
は
い
ず
れ
も

｢

前｣

。

謝
辞

大
覚
寺
な
ら
び
に
醍
醐
寺
、
圓
教
寺
に
は
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と

紹
介
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金

(

挑
戦
的
研
究：

萌
芽17K

18478)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

し
ば
・
か
よ
の

千
葉
大
学
文
学
部)

―��―
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